
平成21年度感染症報告事例のまとめ（前回報告分以降）について  

1年11月26日報告分から22年2月15日までに報告（新規及び追加）があった感染症報告（疑  2
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原（又はHBV－DNA）等が陽転した事例は12例（輸血後NATで陰性又は輸血   

検
因
 
 
菅
原
 
 

、
保
の
 
 
 

の
他
 
 
者
は
 
 
 

血
又
 
 
 

献
患
 
 

紬
…
 
 

を
死
る
 
 

剤
に
あ
 
 

製
後
で
 
 

液
血
）
 
 

血
輸
 
 
 

）
）
 
 

2
3
 
 

体
 
 

N
亡
 
別
死
 
 

個
る
 
 

の
よ
 
 

■
 
 

A
 
 を
 
 

例
 
 

1
 
 

例
 
 

事
 
 

た
 
 

受
 
 

を
 
 

告
 
 

報
 
 

（劇症化例含  、
 
 

例
体
 
製
 
 

事
抗
 
液
 
告
に
L
血
 
 

報
後
例
た
 
 

炎
前
0
し
 
 

肝
血
は
用
 
 

型
輸
性
使
 
 

検査（又はHCV－RNA）等が陽転した事例は4例（うち、輸血後NATで陰性又は輸血前後で陽  い
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保管検体の個別NA T陽性事例は0例。  
（3）輸血後に死亡（原疾患又は他の原因による死亡を除く）したとの報告を受けた事例は1例。  

4 HIV報告事例  
（1）輸血前後に抗体検査等が陽転した事例は0例。  
（2）使用した血液製剤を提供した献血者の保管検体の個別NAT陽性事例は0例。  
（3）輸血後に死亡（原疾患又は他の原因による死亡を除く）したとの報告を受けた事例は0例。  

5 その他感染症報告事例  
（1）B型肝炎及びC型肝炎以外の肝障害報告事例は0件。  
（2）細菌等感染報告事例において、血液製剤を提供した献血者の保管検体の無菌試験陽性事例は0例。輸血後  
に死亡（原疾患又は他の原因による死亡を除く）したとの報告を受けた事例は0例。  

国内輸血例  
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兜遡及  
の書合  

8＋＋ ＃  血．【j： 尉  
書  
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慮   書骨   数   
使用 斗位   供血看再欄血 ※  同一供血著製剤  l司一供血看  感染 症等  転丑     の供血 著保t  供血雪景遺及の 場合の供血者の   

月l  
製剤使用※  宅l■   検体（抗  

原、抗  
体、  
NATl   

輸血によるH8V¢染織昏倒（鱒い例を含む．）  

供血書■性事例  
●●■十■止■■l■■  

00／柑  
曽剛め■■■は欄  
雫】．  

■し血書♯体（■k  

人料出川岬  スクリーニング≠▼  ■血疇）と■春機  
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▲■｛■暮．■■▲■  

・，■＝－■・  

はサー繍み．   
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なし．  

新竹書l去人血  qO／t糟  
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供▲肴  
糞濃及  
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仙二  
暮二  i痺 鼻  i 鐘 鐘  年月  

鱒や†   号  争   エ ＝≡  供血著書よ血  同一葉血舌王制  同一・供血著  ■染  田     の供血  無血華発■よ¢  故体（抗  

原、抗  
体、  
N∧T）   

小義■」■  H叫ナ）  
■t■1■■■   ト叫－）  
身  l仙【一〉  毎甘檎  

体Tl本  王tO●  

l■量中  ・；1＝  位  
0   ト 100 001  

朱鷺青史  王暮位  ■董中  1暮  乗回牡  
l  

量■せ  
I18t▲叫－）  

●■●せ   

★  （M乃  
ゆl′l幻  

■▲によるH¢V慮染≠告例（疑い例を含七．）  

供血書■性事例  

（■当欄なし）  

A転事例  

人  保t綾  20♯の層網血ヰ、2  

C 璧  HCV－叫－）  体正本  霊¢■ll■■▲■1  

5  

∝け○   ｝－ ℡90 山  ㌫   ㌍  田 ヱ   射 人   

（09／旧）   120＋ 位  1ま／之よHGV財嚢 穐糞嬢牲）    ・…・1 は．10手織俣済み．  胃料血農は、9 ■使用済み でl本薫■★  1■  乗回Ⅶ  
Ilトu  L すべて杜保済み．  兼済み．   
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・り′ノ・  

併用  －こ三  

亘 寿＝  鴫－：⊆ 嵐：  

十線名  
チ   

鐘  虚 虔  名  亘与 年月  投与勧換壬  投与後捜i（年即  8蒜投与常  ‾日赤投与攣  朋＝二・・  ■▲ 三＝二   血漬  ■■   It X こ＝こ ■也   供血者再献血 ※  同一供血有料剤  同一供血蕃  ■染 痘等  転l■     の供血 者保甘  供血毛筆遡及わ 場合の供血書の  転l尋   機体（抗  
原、抗  
体、  
NAT）   
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・・・●  
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伽卜丹m台、8P70台  も■出された■●、■●  

投与中止－ 釣蘭曙■l縫  

小ら■出された■書お■  び日暮事十事故で■■  
ll  8丁粥＿8℃→3，l■c  相集：丘血相  l手の犀網血購を＃  

■肘ら●出した■●】  

遁．材料血離は1豪傑  

について．甘Tl〉〃L書t  

ト 器  麟内にて真▲の■ 肴血j義絶tより  
8の■加濃■血  1暮  兼l∃慎             憎い㌧三■廿 ㌧  

2   染   S叫Gu■  小輩（1本）   済み．  
（■■lで▲り．■－の■  

●でぁーことtt■し  

●■J血を檎出． l尭内にて実■の当  た．  

‘皿▼・・  ll■■書く■セ〉鼠■  

■蓼Y■（▲j■t）  

董■l■■レくルスフィー  

一冊－ 山寺繰出．   ルrt岨■加謙る義  

叫■●¢ゼ一片性．  
長子Il■パターン〉   

投与中止の当職  
特血鑓一山目にシバ  
リング††、HR＞  

l■  I50、軸02丁仇台．  
一・；  採血28日の濃厚 血小板（一手）  to斗位  l本の原料血繋を■  ト 四 四  遺．原♯血ヰは確保  井▲ ■  匝撫  

l   
染   書血濃嶋暮よりプド  済み．  

ウ■弗彙欝グラム  
陰性＃■及びゲラ  
ム■性縛由を横山．  

lI絵■十秒■に突  
銭■●不快¢（＃み  
肋書下方付近）を蘇  
えー事虹鳶、シバリ ングととに00℃の  

㌫ ∝ゆ  
之  攫血膵相場■■ （l  1【〉■位  1本の■料▲耀を■  

男   ○  血清 ■●   
中小振本）  遭．摩れ血欺l貪■保  井t ■  匝慎  

3   洪み．  

S〆〉ヱ一肌  

統内にて事蝿の■  
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仙10分線  
8T3丁，○℃→：け．丁℃  

8P120／00・→柑d／  

l叫  ■性．  義賊【揮血即  ・亜⊥・  
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8■¢●●■■  l本の弄血瑠▲犀濠 1 ｝－ ○，○ 凶 l  ㌫ 四  田 25  之010 ハ／丁  輌♯よ緒人▲ …  男  丁 ○  消化 暮■  ■ ■ ■ ●  tt  れ押こて鳥暮▲濃  血禦1月l本   ．咤王立．  

および毒牡●血用  
一れ．   

▲測こついて▲濠  
地暮稟暮中   

｝－   ll血t日 調は‘c  揮血ほ日日のホ  2事のホ■J輸血欺  
諾  ▲著血蔵書義よ切  射霹血ヰ1書蔵－  

LR   

1劇1遁、ナべて  算1 ■  臨す  

3   ■   確保済み．  
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8 弄  ■ ガ  FAX  併用  
輩付  牡昔 斐鑓  一般名  

号   号  日  巳  
息   
名   捜董  機董  NAT  者個 別NAT  製鋼 琴   

●■■  件t♯に  

原疾   日 染 症   投与  投与前検査  投与後捜査（年月）  8赤投与前  日赤投与徒  失血看個別  ＃血   血液  備考   

CHV  

▲叫◆）  

●t●  
体l本に  て  

〉 

芸て 誉・     謎 琵・ ¢MV 人叫－I  

国内血紫分画製剤例  

原料血欺・製品  
I■別  FAx  報告  販売者（一般   使用単位 数  ロット書卑  同一＃剤ロット  感染  転骨  

鱒   日  名）  痘  投与  投与前検査  投与後検査（年月）  患者検体確保状 潔  受血書個別   NA検査（檎  併用血  備考  使用状況   

血炸分園＃割による感染せ告例（疑い例を含む．）  

18附／し捜性C璧肝  ∃≡≡∈  
炎の鯵ポ．  
18gO′OHCV一叫＋），  原告代理人からの訴状に配賦  
19g2ノ6肝優たの診  された情報。投与時期より非  

㌫ ∞】1  ヲ諾  ヲ謂  フィプリノケン HT（鱒燥人ブイ プリノケン）  男    循環 凛疾 患  G 型 肝 炎  柑88 ′I  l断  加熱のフィブリノゲンーミドリ．  

1999／之肝癌の鯵ホ  

伽ハ之死亡  
1，88′12急性肝炎の  
鯵l断．  
19g8月、■性0型肝  

㌫  炎の鯵■〒．  原告代嘩人からの訴状にl己厳  
19g8／4日OV－  された什緻。投与時期より  

㈱2  2胸 ′4／3  票   人山＋）．  60℃98時間乾燥加熱処理の  
用gO／‖H¢V一尺N∧  みのフィブリノゲン製剤．  

定tl．1H∈Q／lN  
2008／11－2∝旭′1饅  

外  斗・  不明日、急性肝炎  発症  原告代理人からの訴状にた載  
HX）l／1】♯オ鯵断で  

された†t報。投与時期より井  

HCV婁染が判明．  
加熱のフィフリノケンーミドリと  

㌫ 叫8  諾；  ヲ票  フィプリノゲン HT（乾燥人フイ プリノゲン）  女      整形 外科 的疾  慮   現在、慢性肝炎。  
考えられる‥  

柑¢8／lO縛徒肝炎と  

診断  
柑℡5／丁（）聖肝炎と  原告代理人からの訴状にた戴  
診断  された情報。投与時期より非  

㌫ 仙  2009 ′4／3  200！〉 ′4／¢  フィプリノゲン HT（艦♯人ブイ ブリノゲン）  男    j 書疾 患？  C 型 肝 炎  柑朋 ／9  柑粥ハHCV一仙（◆）  加熱のフィブリノゲンーミドリと  
用90／2盛勤Ik■  考えられる‥  
破裂で死亡  

フィブリノゲン  1！19gO肝炎ウイ  原告代理人からの訴状に記載  
叶スキャリアと鯵ホ  された情報。投与時期より井  

㌫ 0005  票  慧；   HT（lE♯人ブイ プリノゲン）  女    産科 （出 血）  ¢ 型 肝  柑 200乙′l『M治■に  加熱のフィプリノゲン♯割と考 ‾ 
よりH¢Vl●出限界以  ら九る＿  

㌫  1I98′10型肝炎と  
原告代】1人ム、らの訴状にた♯  

鯵■i  
された1t鞭．投与時期より  

伽  200， ／1／3  ヲ謂   珊3／2HCV－RNA  
80℃！帽時間畿鰻加艶地理の  

的≠   検出  みのフィプリノゲン11T－ミドリと  

考えられる‥  

不明8、0璧肝炎集  た■人  
穏HOV－∧b（十）  

㌫ lXIOT  狐 ′∽  票  フィプリ′ゲン HT（鞋■人フイ プリノゲン）  女    ●雷 馨疾 暮  ¢ 型 肝 炎  1℡TT  溺在、ウイルス檎出  】諾㌘  
農界以下  冨訂   

外  原告†t理人からの訴状にE載  
不明日、0型糊尭  された情報．投与時期より  
現HGV－・RN▲（＋）  仰℃朋時間た♯加艶処理の  

ブリ′ゲン〉   外科  
㌫ 匹  謂  言誤  フィプリ′ゲン m（乾義人フイ   男     t卜 ■■  竺ま  ¢ 聖 肝 炎  1瑚  丑在、肝亭た  みのフィプリノゲン汀トミドリと  

考えられる‖  



檎壬－  使用≠拉 ■  ロツ〔鱒  同一＃州ロット 使用状潔’  二こ←▲ 丘転 ●  転岬  

書告偶■人からの訴状にRt  
不明臼、¢型肝炎発  された蘭書．投与時期上り弁  
1H¢V－RN▲（＋）  加■またはlO℃00ヰl円柱妓加  
璃在、¢セt性肝炎  艶処■のみのフィプリノケンヰ  

割と奪えられる．  

不■I日、C型肝炎集  
揮舌代1人からの訴状にセ義  

1日¢∨－∧b（十）  
された惰■．投与疇期より弗  

㌫ ∝ltO  諾；  票  フィブリノゲン 汀ー（乾■人ブイ プリノケン）  女    産科 （出 血）  C 日 肝 炎  1988  損在、ウイルス捜出  
加書または80℃帥時間乾♯加  

1界以下  
■【処ヰのみのフィプリノケン1  

t▲l、  
不明F、G聖肝炎発  鼻告代理人からの訴状に妃t  

㌫  環11¢Vr側入く＋）  された情報．投与時期より非  
∞ll  で；  現在、■虐換性キヤ  加熱または仰℃s幡時間絶牡加 ■れ1のみのフィブリノサン■  

不明日、¢璧肝炎免  
麒告代ヰ人からの訴状に世■  

硯11¢∨一陣l人（＋）  
された†l績．投与帰納より非  

∧－ 0900 0012  20【Iタ ′4′つ  ヲ票  フィプリノケン 灯（舷燥人フイ プリノケン）  女  損在．ウイルス娩出  
加■または80℃90ヰ搾l轍燥加  

良界以下  艶ね書のみのフィプリノゲン＃  
割と考えられる．  

不明8、C型肝炎発  
層告代理人からの訴状に記■  

㌫ 0013  票  ヲ票  フィブリノゲン HT（艦燥人フイ プリノゲン）  女    ㌘ ■7  C 璧 肝 炎  柑8l  現川）Vlひl▲（＋）  
された情報．投与時嘲より非  

璃在、C聖慢性」肝炎  
加熱のフィプリノゲンーミドリと  
キえられる．  

不明日、¢型肝炎発  
原色代理人からの訴状に記義  

揮覆 ♯疾  現HCV－RN▲（＋）  された情報．投与時期より非  

㌫ ∝〉t●  ラ票  ヲ票  フィブリノゲン HT（乾♯人フイ プリノゲン）  女      血  ¢ 璧 肝 炎   現在、C型サ肝炎  加糖のフィプリノゲンーミドリと  
考えられる．  

0
¢
 
 

原料ヰ欺‘上品   

■料  毎  ′ ＝  k恵名（⊥般   与由捜査  投与縫換壬（年月）  ▲書換体確保状 寧   個    併用血  ●■   使用単位 数  ロット書号  同一■剤ロート  感染  転l書  

用8ヰ／12≠性罰：炎  

と鯵断  
2珊′¢HCVゲノタ  

胃舌代理人からの訴状にE戯  

イブ】b  

された≠報．投与時期より非  
加数のフィフリノゲンーミドリと  

㌫ 0015  票  言誤  フィブリノケン HT（乾♯人フイ ブリノゲン）  女    き科 （出 血）  C 型 肝 炎  1085 ハ  考えられる．  

医師・企業ともに田臭関係を  
否定し報告対■外．上道工棲  
中で80℃川時間の液状加熱、  

∧一  200g′8全身発疹、  l℡r■れのナノフィルトレーション  

リコール処】璧人  ′くルポ腰染疑いが  によりモデルウイルスで  
0   発現  川．凱叩のリダクションファクター  

が縛られ、さらに暮終製責l  
白川N人Tli性、他に当駄ロット  
で＃告なし  

8  
原料血欺についてNATにてH  

型  BV－DNA陰性を確紘．製造  

肝  
▲－  

09【旧 0078  2009 ／10′ 2丁  詔 2  ポリエチレング リ＝トール処理人 免疫グロブリン  女  ●  その 他の 疾■  

原  
≠  
性   赤血坤 警瀧    工程中のHBVウイルスクリア ランス指数は≧20．4保℡検体 のNAT再甜を実施中．出荷 ■25川本で在摩なし．有効期 隈は2010年9月11［し当♯ロツ トにおいて他にH8Y♯染が疑 われる症例は報告されていな い．医師・企業ともにt∃果関係 を否定し繚告対■外  5■    不明  ー

0
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平成22年3月2日開催  
薬事・食品衛生審議会  
運営委員会提出資料  

別紙  

日本赤十字社  

試行的HEV20プールNAT実施状況について  

（輸血後HEV感染の予防対策）  

1，試行的HEV20プールNAT実施状況  

北海道赤十字血液センター管内  

調査期間：平成17年1月1日～平成21年12月31日  

献血者数  HEV－RNA陽性  陽性率  

H17．1～H18．2＊1   341，174  45  1／7，582  

H18．3～H21．12＊2 1，034，015  123  1／8，407  

合計  1，375，189  168  1／8，186   

＊1北海道センターにてNAT実施（ALT高値、検査不合格検体も含む）   

＊2血祭分画センターにてNAT実施（ALT高値、検査不合格検体は除く）  

2．HEV－RNA陽性献血者の内訳   

別添  

－
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H亡V  喫食歴嘱董  遡及対魚  
N仇  採血日  年齢  性欄  ㌫  HEV抗体    納入  間p 鑓当 ※1  供給♯剤   受血書¶欄  

31  抑′Ol／02  22  F   12  十  有  ウシレバー、ウシ精肉   十分加熱  ■  

氾  2∝帽／01′08  88  H   23  ＋  徽  ウシレバー、ブタホルモン、ヒツジ欄内   半生   ★  
ウマ精肉、不明レバー  生  

｝3  加00／01′13  ：始  H   ■2  ＋  ■   ウシ精肉、ヒツジ精肉  半生  ■  
ウシレバー、ブタ精肉、ブタホルモン  十分加熱  

糾  州／01′18  討  M   238  十  十  ＋  轟  ウシレバー、ウシホルモン   十分加熱  ■  

8き  2∝帽／01ハユ  3l  M   ヰ3  
不明レバー  半生  

＋  有   ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  ■  
卵  2冊′01／11  ヰ8  M   25  ＋  ■  回答なし  蠣  
ユ7  2∝檜／01／25  5之  M   25  ＋    ■  不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  輸血後89日現在、HEVマーカーの陽転は見られす追跡臍董終了   

38  2【伽／Ot／諷  調  F   之2  十  ■  回答なし  ■  
ヨ，  aX綿′t‖′ユ○  25  M   32  ＋  有  ウシ精肉、ウシホルモン、ブタ精肉   十分加熱  ★  

ウシレバー  
F   

生  
10  2購／02′02  3，  35    ＋  ＋  有   ウシレバー  半生  ●  

ヒツジ積肉  十分加熱  
小  2購／82／0丁  5丁  M   13  ＋  暮  不明   不明   舞  
42  抑′○之′OT  18   F   tT2  十  ＋   ＋  暮  ウシ精肉   十分加熱  ■  

43  2附／02′lT  39  M   28  
イノシシ精肉、ブタ精肉   十  ■  ブタホルモン、ブタレ′く一、ブタガツ、ヒツジ精肉   半生 十分加熱  ■  

衆  20（姑′○之／20  58  M   22  十  ■  ヒツジ精肉   十分加熱  ■  

ヰ5  2（郁′02′21  45  H   30  十  ●  ウシ精肉 ブタ精 半生  
肉、ブタレJく－、ヒツジ精肉  十分加熱  ■  

48  2800′○ユ／0l  ▲6   F   15  十  ■  回答なし  ■  
17  2胸ノ○＆／01  50   F   29  ＋  ■  回書なし  ■  
18  2（わ8／0：I／02  54  M   ●7  十   ＋  ＋  ■  ウシ■ブタ（精肉、レバー、ホルモン）、ヒツジ精肉  十分加熱  ■  

49  2∝柑／03／ZT  ヰ0  F   t2  ＋  ■  回答なし  ■  
知  洲／04／○ト  3l   F   tO  十  ／  ヒツジ精肉   半生   ★  
5t  2【伽′04／0l  3¢   F   川  ＋   ／  ブタ精肉、不明レバー   十分加熱  書  
52  之∝帽′○●／12  38  M   45  ＋   ＋  ＋  ブタレバー、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ楕肉  十分加】熱  ■  

53  2叫／叫′柑  21   M   28  十   ウシ精肉、ウシホルモン  半生  
ウシ柵札ウシホルモン  十分加熱  ■  

糾  2輌／○ヰ／22  28  H   14  ＋  ＋  ＋  ／  回答なし  ■  
55  抑／W之8  48  l膚   19  十  ブタレバー   半生   ★  
鱒  2胴／05／柑  82  H   27  ＋  ヒツジレ′く－   十分加熱  ●  

57  2∝帽／OT／07  17  H   33  ＋  ／  回答なし  ●  

58  2∝柑／07／1l  34   F   10  ＋  ／  回答なし  ★  
59  洲′07ハ之  2t   F   2丁  十  ／  回答なし  t  

00  抑／0丁／2之  19  M   ヰ8  ＋  ＋  ／  ウシ精肉、ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレバー  十分加熱  ■  

N仇  採血8  年l手  性別  ALT （lU′U   HEV  喫食歴調査  董及封書  
HEV抗体    RNA  問診 執当 ※1  

！放＝・   受血春情報  

01  2桐′W（‖  82  M   18  十  ／  ブタホルモン、ウシ精肉，ブタ欄内、ヒツジ軸内  十分加熱  ★  
62  2∝帽′09′08  44   F   14  十  ／  嘆食歴なし  ■  
¢ユ  加l／09′29  ¢8  M   15  ＋  ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  ■   
84  2冊′川／21  29  M   之2  ＋  不明  ★  
05  20㈹′11／柑  ヰ8  H   58  十   ／  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  ■  
¢l  加00′11′23  糾  H   18  ＋  回答なし  ●  

8丁  加ハ2／01  13  M   55  ＋   ＋  ブタ欄内   十分加熱  ■  
88  2∝帽ハコリ糾  80  M   4¢  ＋  ＋  ＋  ／  ウシ精肉   十分加熱  ■  
89  加／1y糾  47  M   48  十   十   十  ウシ精肉、ウシホルモン   十分加熱  ll  

TO  2007／○：I′0l  83  M   l‖  ＋  ウシレバー   生   ■  
Tl  加丁／W15  ヰ2  M   32    ＋  ＋  ／  ブタレバー、ブタホルモン   半生   ■  
72  2（旧－／0ユ／之丁  55  M   卸  ＋  不明レバー   十分加熱  ■  

丁：）  2【め丁／○■／OT  22   F   9  十   ユッケ  生  
ウシホルモン、ヒツジホルモン  十分加熱  暮  

74  2【岬丁／05／川  lT   F   15  ＋  ヒツジ精肉、ブタホルモン   十分加熱  ■  
2∝け／05ノ用  40  F   ZT  十   十   十  ／  ブタ生ハム（自書劉   半生   

森  200丁′oS′30  83  M   26  十  十  ヒツジ欄内、ブタホルモン   十分加熱  ■  
77  2∝17′00／之2  38  M   20  ＋   ／  ウシ構内、ヒツジ精肉 ’   十分加熱  ●  

78  2∞丁／00／25  ●5  M   37  ＋   ＋   ＋   ブタ精肉  十分加熱   ★  
ヒツジ精内  半生  

78  加丁／08′2丁  37  H   18  ＋  ブタ鱒内   十分加熱  ■  
00  加7′0丁／2■  57  M   24  十  喫食歴なし  ■  

81  2∞丁／¢7／2l  3丁  M   18  ＋   不明レバー、ブタホルモン  十分加熱   ■  
不明レバー、ブタホルモン  半生  

82  2007／0丁′31  48  M   二）0  十   ／  ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレバー   十分加熱  ■  

18  200丁′朋I／（‖  ヰ8  M   33  ＋   ブタ精肉  十分加熱   ★  
ウシ精肉、ヒツジ♯肉  半生  

84  抑丁／08／04  53  M   28  ＋   ヒツジ精肉  十分加熱 生・  ■   
ヒツジ精肉  

L   

半  

05  脚丁∧岨／28  即  M   60  ＋   ヒツジ精肉  十分加熱 生  ●  
ウシ所内  

88  伽丁／個／05  判   M   29  十  ／  喫食丘なし  暮  
l†  訓7′09′18  4l  M   23  ＋  ／  ウシ欄内、ブタ精肉、ウシホルモン、ブタホルモン  半生   撫  
88  2（船丁′09′21  5丁  M   l■  ＋  ブタホルモン   十分加熱  ●  

8●  2∝け′10／03  甜  M   3，  ＋ ブタレバー、ブタ精肉   十分加熱  ■  
00  2伽丁′lO／03  lO  H   ●0  ＋  喫食歴なし  ■  



Ho，  採血日  年お  性別  ALT （1U′U   HEV  嘆食歴綱査  遡及対象  
HEV抗体    RNA  問診 該当 ※1  

供給製剤   受血書情報  

91  200丁／lO′09  35  M   t9  ＋  ／  ブタ精肉   十分加熱  暮  
92  200丁′18′柑  38  M   3l  ＋  ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  
93  加丁ハl／川  24  M   5  ＋  不明  ■  
9■  200？′11ハ8  54  H   2之  十  ＋  ブタホルモン、ブタレバー   十分加熊  書  

85  2007／ll／川  ヰ5  M   ■丁  －ト   ブタ精肉  十分加熱 半生  ■  
ブタレバー  

ウ8  2（氾丁／1tハ9  58  M   tユ  ＋  ／  レバー、ホルモン   不明   ■  
97  2tl）丁′11／川  24  M   48  十  不明  ■  
98  2α）丁／11／2l  3¢  M   Z5  十  不明  ■  
99  2（氾7ハ1／之g  42  M   2t  十   －ト  不明  ■  
l∝l  2（氾7′‖／30  3T   M   4Z  ＋   十   十  レバー   不明   暮  
tOl  2∝柑′01／08  35  M   38  －ト  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  ■  

t02  2【氾8／Ot／1丁  ヰ8   F   】3  十   十   十   ブタホルモン、シカ精肉  十分加熱   書  
ウシ精肉  半生  

tO3  Z（泊8／01／29  5丁  M   22  十  ブタレバー、ブタホルモン   十分加熱  書  
t84  2（氾8／02／叫  ユl  M   Iノ  ＋  十  十  不明  ★  
鮒8／02／08  5丁  M   20  ＋  ブタホルモン   十分加熱  ★  

1D8  2∝帽／0乙／t3  4之  M   35  十  不明レバー   十分加熱  ★  
10丁  2【X）8／q2′1ユ  80  M   37  ＋  ＋   十  千明  書  
108  之008′0：lハl  30  M   Zl  ＋  不明  ■  
1∞  2冊′0ユ／25  34   F   2¢  十   ／  喫食歴なし  書  
t10  2（氾8′03／28  32  M   ↑l  ＋  十  十  ブタ精肉、ウシ精肉   十分加熱  ■  
2008／03／29  54  M   26  ＋  ブタ精肉   十分加熱  ■  

‖ほ  2008／03／：氾  19   F   9  ＋  不明レバー   十分加熱  ■  
113  21X旭′叫／川  ■8  M   t3  ＋  不明  ■  
l川  2008′05′t2  33  M   12  ＋  ブタ精肉、ブタホルモン   半生   ★  
l15  2∝旭／05／Z6  a9   F   29  ＋  不明  ★  
118  2【旧8／05／28  4丁  H   48  十  ブタホルモン   十分加熱  無  

ltT  封X柑／08／（叫  ヰ3  H   38  ＋   ＋   ＋   ウシレバー  生  
ウシホルモン、ウシ、ブタ、ヒツジ精肉  十分加熱  ■  

1t8  獅′Otl／0丁  42  M   十   ウシレバー  
ブタ精肉   生 十分加熊  ■  

11g  紺8／08／23  48  H   17  十  ／  ウシ、ブタ、ヒツジ精肉   半生   ■  

120  之㈲8′OTハ○  39  M   32  ＋   ウシ、ブタ、ヒツジ精肉  半生  
ウシ、ブタ、ヒツジ精肉  十分加熱  ■  

H∈V  喫食歴劇倭  
No、  採血8  年l毒  性別  ALT （1U′U  H亡∨抗体    RNA  内診 抜当 ※1  

遡及対象  
供給＃剤   受血舌†t報  

12t  Z∝掩′0丁／11  39  M   Z8  －ト  不明  ■  
122  2【抑8／0丁／2（i  34  M   35  十  ／  ウシ欄内、ブタ精肉   十分加熱  ★  
1之3  之∝〉8／0丁／2丁  38   M   ■5  十  不明  
124  2008′07／30  之4  M   10  ＋  不明  ■  
125  2008／08′20  19  M   lT  十  十   ／  不明  ■  
128  2∝鳩／○⊆l／03  30  H   28  ＋  不明  ★  
】ヱ丁  2∝嶋′09／08  35   M   18  ＋  不明  ●  

l之8  m′Og′09  23   F   2ヰ  ＋  ブタ、ヒツジ繹肉   十分加熱  ■  
l之g  2t刀8／09′1¢  33   F   18  十  ＋   十  不明  書  
1ユ8  2008′09ハ¢  58  M   2l  ＋  不明  ■  
2008′○，ハ7  62  M   3丁  十  ウシレバー、ブタレバー   十分加熱  ■  

t3Z  2∝鳩／00／23  4Z  M   36  ＋  ／  ブタ精肉、ブタレバー   十分加熱  ★  
133  馴′Og／Z5  ユ5  M   16  十  不明  撫  
一朗  加8／Og′27  38  H   22  十  不明  ■  
Hほ  加WlO′10  50  M   3t  ＋  ウシ、ブタ、ヒツジ精肉   不明   ★  
l■■  2∝嶋′lO／tl  ユ9   F   15  十  ／  ウマ精肉   生   ■  
1ユ7  2（船8／】○／川  56  M   13  ＋  不明レバー   生   ■  
1ユ8  2008′柑ハ8  38   F   2ユ  ＋  不明  ■  
139  2008ハ1／03  3丁  H   22  ＋  ／  ウシホルモン、ブタ精肉   半生   ■  
tlO  刑／ltハl  ぐl   F   十   ／  不明  ■  
l■1  沙q鳴′12／05  5Z  H   18  十  ブタレバー   十分加熱  徽  
川2  狐／1‡′20  47  M   2ヱ  ＋  ウシ、ブタ、ヒツジ＃内   十分加熱  ■  
t▲3  20的′01／柑  50  M   2丁  ＋  ウシ・ブタ（精肉、レ′ト、ホルモン）   十分加熱  ■  
11H  洲／01／之丁  55  M   1丁  ＋  不明  ■  
l●5  洲／○乙／1l  37  H   28  十  不明ホルモン   十分加熱  ■  
＝18  珊9′○；リlO  5g   F   之3  十  ブタレバー   不明   ■  
川丁  加′¢乙／23  20  F   4之  ＋  十  ウシ、ブタ精肉   半生   書  
1■8  州′Wll  2g  M   Jは  ＋   ／  ブタレバー、ホルモン   十分加熱  ■  

149  2∝ゆ′○●′柑  35   F   か  ＋   ウシレバー  生  
ウシ・ブタホノレモン  半生   書  

150  抑′01／之▲  38  F   ●2  ＋  ／  不明ホルモン   不明   ■  



事  務  連  絡  

平成22年2月5日  

日本赤十字社血液事業本部 御中  

薬事・食品衛生審議会血液事業部会事務局  

厚生労働省医薬食品局血液対策課  

血液製剤に関する報告事項について   
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血液事業の推進に御努力いただき、厚く御礼申し上げます。   

さて、標記につきましては、平成22年11月20日付け血安第452号に  

て貴社から報告を頂いたところですが、平成22年3月2日（火）に平成21  

年度第4回血液事業部会運営委員会が開催されますので、下記の事項について  

資料を作成いただき、平成22年2月12日（金）までに当事務局あて御提出  

いただきますようお願いします。記の11については、平成21年12月10  

日開催平成21年度第3回血液事業部会運営委員会提出資料を更新のうえ、再  

度御提出ください。   

なお、資料の作成に当たっては、供血者、患者及び医療機関の名称並びにこ  

れらの所在地又はこれらの事項が特定できる情報を記載しないよう、個人情報  

及び法人情報の保護に特段の御配慮をお願いします。  

記   

1．平成15年9月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHIVの感染が疑   

われる事例について、残る2人の供血者のその後の検査結果。来訪がなけれ   

ば、その旨。   

2．平成16年3月22日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る5人の供血者のその後の検   

査結果。来訪がなければ、その旨。   

3．平成16年11月26日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型   

肝炎ウイルス）感染が疑われる事例につ 

検査結果。来訪がなければ、その乱   

4．平成17年1月12日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその彼の検  
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査結果。来訪がなければ、その旨。  

5．平成17年2月4日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

6．平成17年6月23日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその後の検   

査結果。来訪がなければ、その旨。   

7．平成18年4月7日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る9人の供血者のその後の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

8，平成18年6月5▲日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

9．平成19年2月20日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   
炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検   

査結果。来訪がなければ、その旨。   

10．平成18年2月15日報告、3月8日付けで追加報告された輸血用血液   

製剤でHCV（C型肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る3人   

の供血者のその後の検査結果。来訪がなければ、その旨。   

11．試行的HEV20プールNATについて、その後の調査実施状況。  

血 安 第 5 2 号  

平成22年2月12日  

厚生労働省医薬食品局血液対策課長様  

日本赤十字社   

血液事業本部長  

血液製剤に関する報告事項について（回答）  

平成22年2月5日付事務連絡によりご依頼のありました標記の件については、  

下記のとおり資料を作成しましたので報告いたします。  

記  

1．平成15年9月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHIVの感染が疑   

われる事例について、残る2人のその後の来訪なし。（8名中6名が来所、   

検査は全て陰性）  

2．平成16年3月22日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る5人のその後の来訪なし。（37   

名中32名が来所、検査は全て陰性）  

3．平成16年11月26日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る7人のその後の来訪なし。   

（48名中41名が来所、検査は全て陰性）  

4．平成17年1月12日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る4人のその後の来訪なし。（16   

名中12名が来所、検査は全て陰性）  

5．平成17年2月4日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人のその後の来訪なし。（追   

跡調査対象の4名中3名が来所、HBV－I）NAは全て陰性。1名はHBc抗体がEIA   

法のみ陽性HI法陰性、その他の者は全て陰性）  
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6．平成17年6月23日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る4人のその後の来訪なし。（20   

名中16名が来所、検査は全て陰性）  

7．平成18年4月7日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る9人のその後の来訪なし。（53   

名中44名が来所、皿Ⅴ－DNAは全て陰性。2名は偲c抗体及び逓s抗体陽性、   

1名は氾s抗体のみ陽性、その他の者は全て陰性）  

8．平成18年6月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人のその後の来訪なし。（29   

名中28名が来所、皿Ⅴ－DNAは全て陰性。2名はⅦk抗体及び偲s抗体陽性、   

1名は皿s抗体のみ陽性、その他の者は全て陰性）  

9．平成19年2月20一日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎  

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人のその後の来訪なし。（3   

名中2名が来所、検査は全て陰性）   

10．平成18年2月15日報昏、3月8日付けで追加報告された輸血用血液製剤   

でHCV（C型肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る3人の   

その後の来訪なし。（別名中78名が来所、検査は全て陰性）   

11．試行的HEV20プールNATについて、その後の調査実施状況につい  

ては別紙のとおり。  
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平成21年度第4回薬事・食品衛生審議会  
血液事業部金運営委員会 資料3－3  

献血件数及びHIV抗体・核酸増幅検査陽性件数  
HIV抗体・核酸増幅検査陽性献血者数内訳  

1，性別・年齢区分・国別  
陽性件数  
（）内女性  

年   献  血  件  数    ［］内核酸  10万件  
（検 査 実 施 数）   増幅検査  

のみ陽性   

件   件   件  

1987年 （昭和62年）  8，217，340   11（1）  0．134   

1988年 （昭和63年）   7，974，147   9（1）  0．113   

1989年 （平成 元年）   7，876，682   13（1）  0．165   

1990年 （平成 2年）   7，743，475   26（6）  0，336   

1991年 （平成 3年）   8，071，937   29（4）  0．359   

199 2年 （平成 4年）   7，710，693   34（7）  0．441   

1993年 （平成 5年）   7，205，514   35（5）  0，486   

1994年 （平成 6年）   6，610，484   36（5）  0．545   

1995年 （平成 7年）■   6，298，706   46（9）  0．730   

1996年 （平成 3年）   6，039，394   46（5）  0．762   

1997年 （平成 9年）   5，998，760   54（5）  0．900   

1998年 （平成10年）   6，137，378   56（4）  0．912   

1999年 （平成11年）   6，139，205   64（6）  1．042   

2000年 （平成12年）   5，877，971   67（4）   1．140   

2001年 （平成13年）   5，774，269   79（1）   

2002年 （平成14年）   5，784，101  82（5）  
［2］   

2003年 （平成15年）   5，621，096   87（8）  
［2］   

2004年 （平成16年）   5，473，140   92（4）  
［2］   

2005年 （平成17年）   5，320，602   78（3）  
［2］   

2006年 （平成18年）   4，987，857   87（5）   

2007年 （平成19年）   4，939，550  102（3）  
［6］  

2008年 （平成20年）   5，077，238  107（3）  
［0］  

2009年 （平成21年）   5，287，101  102（6）   
（1～12月）   （速 報 値）   ［2〕   

※昭和61年～平成21年12月（昭和61年については年途中から集計し、平成21年10月～12月については速報値で集計）  

（注1）・昭和61年は、年中途から実施したことなどから、3，146，940件、  
うち、陽性件数11件（女性0）となっている。  

（注2）・抗体検査及び核酸増幅検査陽性の血液は廃棄され、製剤には使用されない。  
・核酸増幅検査については、平成11年10月より全国的に実施している。  

（注3）・平成21年は、1月～9月の確定値と9月～12月の速報値で集計している  
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ブロック別HIV抗体・核酸増幅検査陽性献血者  2．♯道府県別（≠血地別）  
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平成17年  平成18年  平成19年  平成20年  平成2  
（1月～12月）  

匪   献血者  陽性  川万人 当たり  献血者  陽性  10万人 当たり  献血者  陽性篭  10万人 当たり  献血者  陽性  10万人 当たり   □ 献血者l  n  

人  件  件   人  件  件   人  件1 件  

北海運 ・東北  

件  

関東  1．611，354  34  2．110  1．548．970  37  2了389  1．559．391  36   2．309  1．6 

件  

北陸・ 甲借越  373．158  ロ  0．268  337．810  4  1．184  330．485  4   1．210  3 
件  

二東 海  561，908  6  1．068  540，167  5  0．926  545．248  8   1．467  5 

件  

近 畿  879．585  23  2．615  817，075  25  3．060  807，758  30   3．714  さ 

□ □  
中 国  367，5g3   

I I I I l件  
I I I I 

四  194477    210Z8   164763    21214   161533   

件  
九州 ・沖縄  620．251  3  0．484  568，99  6  1．054  57l．610  四   1．924  5 

件  件  ロ  

合 計  5，320．602  78  1．466  4，987，85  8  1．744  4，939．550  102   2．065  5，077，238  107   2．107      5．287，101l  

卜   
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年齢別HIV抗休・核酸増幅検査陽性献血者  

平成17年  平成18年  平成19年  平成20年  平成21年  
（1月～9月）（確定値）  

献血者  陽性  10万人 当たり  献血者  陽性  10万人 当たり  献血者  陽性  10万人 当たり  献血者  陽性  10万人 当たり  献血者  陽性  

人  件   人  件   人  件  人  人  件  

（1）  

16才一－ 19才      0．449      0．524     5  1．541    308，019   

人  人  人  

（2）   20才～ 29才    1．329．692  25  1．880    1，188，738  29   2．440    1，135．102  38 四  3．348  1．141．746  41  3．591  858，241  24 田  
人  人  人  

30才～ 39才    l．429．245  32 （3）  2．239    1，361，658  43 （2）  3．158    1，369．241  田   2．556  1，391，141  50   3，594  1，070．984  36  
凹  四  （3）  

人  人  人  

40才一 49才    1，078，146  10  0．928    1，0∠は，055  9  0．859    1，088，410  田  1．562  1，171．449  n 四  0．939  950，667  15 （2）  
人  人  人  

田   50才′－ 59才    778．846  8  1．027    766，625  ロ  0．391    770，663  5  0．649  785．280  3   0．382  627．374  ロ  

人  人  人  
60才一－    259．009  ロ  0．386    241．429  ロ  0．414    251．720  ロ  0．795  279，603  0  0．000  235．757  0  

人  人  人  

合 計    5，320，602  78  

（3）   （5）   （3）   （3）   （6）  

（注）陽性件数の（）内女性  
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